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加東市教育委員会/加東市人権・同和教育研究協議会　平成２８年１０月１日

加東市人権啓発情報誌

●市同教会長就任のご挨拶
●市同教の活動
●市制１０周年記念事業加東市人権啓発講演会
●第１０期加東市民人権講座
●「男女が互いを大切にする生き方を求めて」
●男女共同参画セミナー
●幼児期から人権感覚を育むために
　～絶対人権感覚～
●幼児期人権教育事業指導者セミナー

「
人
権
文
化
を
す
す
め
る
市
民
運
動
」ポ
ス
タ
ー
の
部
　

優
秀
作
品

　
　
社
中
学
校
　

２
年
　
西
山
　

怜
奈
さ
ん（
詳
細
は
１７
ペ
ー
ジ
以
降
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
）

「
そ
れ
ぞ
れ
の
お
役
目
」

　
今
年
の
七
月
に
相
模
原
市
の
知

的
障
害
者
施
設
で
十
九
人
の
入
所

者
が
刺
殺
さ
れ
、
二
十
七
人
が
重

軽
傷
を
負
う
と
い
う
大
変
痛
ま
し
い

事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
犯
人
は
「
障
が
い
者
は
い
な
く
な

れ
ば
い
い
」
と
話
し
て
い
た
そ
う
で

す
が
、
人
の
命
は
地
球
よ
り
も
重
い

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
障
が
い
が
あ

る
人
も
な
い
人
も
大
切
な
命
で
す
。

　
私
は
、
人
は
誰
も
、
世
の
中
に

果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
お
役

目
」
を
も
っ
て
生
ま
れ
て
き
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
そ
の
目
的
を
果
た

す
前
に
、
命
が
中
断
さ
れ
て
し
ま
う

こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で

す
。

　
こ
の
施
設
の
職
員
の
方
が
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
「
利
用
者
さ
ん
に
思
い
が

通
じ
た
と
き
の
快
感
が
忘
れ
ら
れ

な
い
」、
ま
た
「
彼
ら
は
神
様
の
よ

う
な
素
直
な
人
た
ち
」
と
話
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

　
微
笑
み
だ
け
で
相
手
に
快
感
を

与
え
る
こ
と
が
出
来
る
能
力
も
「
お

役
目
」
の
ひ
と
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

 
 

私
た
ち
は
日
々
、
時
間
に
追
わ

れ
、
人
と
の
競
争
を
強
い
ら
れ
る
生

活
の
中
で
、
自
分
の
役
割
（
お
役
目
）

を
見
失
っ
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 
 

障
が
い
者
問
題
だ
け
で
は
な
く
、

ほ
か
に
も
ま
だ
ま
だ
人
権
に
ま
つ
わ

る
問
題
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
私
も
与
え
ら
れ
て
い
る
「
お
役
目
」

を
意
識
し
な
が
ら
、
自
分
が
出
来

る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

社
人
権
擁
護
員
協
議
会
　
　
　

　
加
東
部
会
長
　
藤
本
　

和
之
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●人権教育スキルアップ講座・ジュニアリーダー学級
●ブラインドサッカーを通じて
　当たり前に混ざり合う社会の実現に向けて
●企人協の活動
●人権擁護委員の活動・広域隣保活動
●小学生人権作文
●人権標語
●人権ポスター
●新着DVD・図書のご紹介
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私
は
、
五
年
前
に
三
十
八
年
間
の
公
立
中
学
校
で

の
教
職
を
終
え
退
職
い
た
し
ま
し
た
。
教
職
に
就
い

た
当
時
は
、
昭
和
四
十
年
の
同
和
対
策
審
議
会
答
申

に
基
づ
き
、
同
和
問
題
解
決
の
た
め
の
取
組
が
熱
心

に
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
同
和
教
育
推

進
教
員
と
し
て
同
和
教
育
に
携
わ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
も
心
の
教
育
推
進
教
員
と
し
て
、
今
は
全
国
に
知

ら
れ
て
い
る
「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
」
の
初
年

度
の
取
組
な
ど
、
教
育
実
践
・
学
校
経
営
を
し
て
き

ま
し
た
。

　
さ
て
、
今
年
の
四
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
、
震

度
七
と
い
う
大
き
な
揺
れ
が
二
度
、
そ
の
後
も
地
震

が
引
き
続
き
起
こ
り
、
い
ま
だ
に
収
束
し
て
い
な
い

状
況
で
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
地
方
を
襲
っ
た
大
雨
に

よ
る
土
砂
災
害
や
地
滑
り
の
被
害
も
加
わ
り
、
不
便

で
不
安
な
日
々
を
送
っ
て
お
ら
れ
る
被
災
者
が
多
く

お
ら
れ
ま
す
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
す
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
対
し
て

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
、
一
日
も
早
い
復
興
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
の
際
に
も

国
や
自
治
体
、
市
民
、
企
業
に
よ
る
人
々
の
善
意
や

行
為
に
基
づ
く
貴
重
な
支
援
は
、
被
災
者
の
救
済
と

被
災
地
の
復
興
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
他
方
で
、

災
害
に
は
人
権
と
い
う
重
要
な
視
点
が
あ
る
こ
と
が

強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
見
通
し
が
立
た

な
い
日
々
の
生
活
の
中
で
余
裕
を
失
い
、
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
人
権
侵
害
や
差
別
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

障
が
い
者
や
高
齢
者
な
ど
を
迷
惑
な
存
在
と
し
て
無

関
心
を
装
っ
た
り
、
出
て
行
っ
て
ほ
し
い
と
言
っ
て

し
ま
う
人
も
い
た
と
知
り
ま
し
た
。
自
然
災
害
を
受

け
た
非
日
常
下
で
も
人
権
が
守
ら
れ
る
た
め
に
も
、

日
常
下
で
の
人
権
が
守
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

人
権
が
守
ら
れ
る
文
化
が
日
常
生
活
の
中
に
豊
か
に

息
づ
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
加
東
市
に
お
い
て
は
、「
共
生
社
会
と
人
権
文
化

の
創
造
」
を
め
ざ
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
場
に
お
け
る
人

権
教
育
・
啓
発
に
ま
い
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

加
東
市
人
権
・
同
和
教
育
研
究
協
議
会
で
は
市
と
連

携
し
な
が
ら
、「
生
き
が
い
と
幸
せ
を
築
き
あ
う
人

間
尊
重
の
ま
ち
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
同
和
問
題

の
解
決
を
中
心
課
題
に
据
え
て
、
社
会
変
化
に
伴
っ

て
人
々
の
暮
ら
し
に
顕
著
に
現
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
問
題
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
推
進
体
制
を
整
え
、

教
育
・
啓
発
活
動
、
人
権
尊
重
に
基
づ
く
学
校
・
園

（
所
）
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
主

体
的
な
取
組
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
重
点
目
標
と
し
て
、「
（１）
地
域
社
会
に
お
け
る
人

権
・
同
和
教
育
の
充
実
と
活
性
化
を
図
る
。
（２）
学
校
・

園
（
所
）
に
お
け
る
人
権
・
同
和
教
育
の
充
実
と
実

践
化
を
図
る
。」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
目
標
実

現
の
た
め
、
今
年
度
は
住
民
学
習
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

を
三
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
地
区
ご

と
の
学
習
会
で
は
、
住
民
が
よ
り
主
体
的
に
学
習
計

画
を
立
て
て
開
催
し
、
同
和
問
題
を
中
心
に
据
え
、

あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
実
践
活
動

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
市
民
人

権
講
座
や
団
体
別
研
修
会
に
積
極
的
に
参
加
し
、
市

民
一
人
一
人
の
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
人
権
意

識
に
基
づ
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
ふ
れ
あ
い
交
流
活
動
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
一
年
間
微
力
で
す
が
、
み
な
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
加
東
市
同
教
の
事

業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
各
地
区
や
各
団

体
等
の
取
組
が
よ
り
充
実
す
る
よ
う
に
連
絡
・
調
整

等
に
努
力
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

加
東
市
人
権
・
同
和
教
育
研
究
協
議
会
　

会
長
　

近
澤
　

玉
幸

会
長
就
任
の
ご
挨
拶

平成２８年１０月１日 （２）市同教会長就任のご挨拶



１ 
新
役
員
承
認

　
５
月
１３
日
の
総
会
に
て
、
近
澤
玉
幸

新
会
長
は
じ
め
本
年
度
の
新
役
員
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

２ 

主
な
事
業

◆
総
会
（
５
月
１３
日
）

・
総
会
行
事

・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴

　
シ
リ
ー
ズ
映
像
で
見
る
人
権
の
歴
史

　「
明
治
維
新
と
賤
民
廃
止
令
」

◆
理
事
会
（
団
体
代
表
１９
名
）

・
新
旧
理
事
会
（
４
月
２６
日
）

・
年
３
回
開
催

◆
専
門
部
会

①
住
民
学
習
推
進
部
会

・
住
民
学
習
説
明
会
並
び
に
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
（
５
月
２４
・
２６
・
２７
日
）

・
本
年
度
は
、
住
民
学
習
を
さ
ら
に
充

実
す
る
た
め
に
全
地
区
を
３
つ
の
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

・「
計
画
・
報
告
、
助
成
金
」
に
つ
い

て
の
質
疑
応
答
も
活
発
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
こ
こ
か
ら
歩
き
始
め
る
」

を
視
聴
し
ま
し
た
。

②
学
校
教
育
部
会

〈
研
究
テ
ー
マ
〉

　
豊
か
な
人
権
感
覚
を
は
ぐ
く
む
人
権
・

同
和
教
育
の
推
進
〜
地
域
と
人
と
の
関

わ
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、発
達
段
階
に

応
じ
て
ど
の
よ
う
に
実
践
し
て
い
く
か
〜

〈
公
開
保
育
・
授
業
予
定
〉

　
保
・
幼
班
、
小
学
校
班
、
中
・
高
班

で
実
施

【
鴨
川
保
育
園
に
て
】　
　
１０
月
５
日
（水）

題
材
名
：「
み
ん
な
で
秋
を
楽
し
も
う
！

自
然
物
で
」

授
業
者
：
山
田
千
尋
さ
ん

【
兵
庫
教
育
大
学
附
属
中
学
校
に
て
】

１０
月
１４
日
（金）

題
材
名
：「
障
が
い
者
に
つ
い
て（
仮
題
）」

授
業
者
：
梶
谷
彰
信
さ
ん

【
福
田
小
学
校
に
て
】
　
１２
月
８
日
（木）

題
材
名
：「
ぼ
く
の
お
姉
さ
ん
」

授
業
者
：
柴
崎
謙
介
さ
ん

③
団
体
別
研
修
推
進
部
会

・
加
東
市
連
合
婦
人
会
講
演
会

８
月
２
日
（火）

演
題
『
つ
な
が
り
あ
っ
て
、
美
し
く
』

講
師
：
兵
庫
県
人
権
教
育
研
究
協
議
会

事
務
局
長
　
大
東
太
郎
さ
ん

　
穏
や
か
な
雰
囲
気
の
研
修
に
、
参
加

者
の
皆
さ
ん
は
柔
ら
か
な
笑
み
を
浮
か

べ
な
が
ら
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

・
加
東
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
講
演
会

【
東
条
支
部
】
８
月
２４
日
（水）

【
滝
野
支
部
】
８
月
２６
日
（金）

【
　

社
　

支
部
】
８
月
３１
日
（水）

演
題
『
笑
い
で
つ
な
ぐ
心
と
心
』

講
師
：
元
多
可
町
立
八
千
代
南
小
学
校

校
長
　
近
藤
文
好
さ
ん

　
落
語
を
交
え
て
の
楽
し
い
研
修
に
な

り
、
会
場
が
和
み
ま
し
た
。

◆
地
区
住
民
学
習
会

①
ス
ロ
ー
ガ
ン

『
高
め
よ
う
人
権
意
識
広
げ
よ
う
交

流
の
輪
』

②
内
容

・
ビ
デ
オ
学
習
や
講
演
会
等
に
よ
る
人

　
権
学
習

③
助
成
金
（
７
月
２２
日
・
８
月
２５
日
）

・
基
本
助
成
：
１
万
５
千
円
と
地
区
の

戸
数
に
応
じ
た
額
（
総
額
２
３
４
・

５
万
円
）

・
特
別
助
成
：
創
意
工
夫
し
意
欲
的
な

取
組
み
に
対
す
る
助
成
（
＊
本
年
は

７
地
区
に
対
し
、助
成
し
ま
し
た
。）

・
住
民
学
習
は
７
月
〜
９
月
に
多
く
の

地
区
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
詳
細
は

次
号
に
掲
載
し
ま
す
。

３ 

関
連
事
業

兵
庫
県
人
権
教
育
研
究
大
会
東
播
磨
大
会

７
月
３０
日
（土）

・
今
年
は
播
磨
町
で
開
催
さ
れ
、
市
同

教
か
ら
６３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

・
２
つ
の
分
科
会
で
実
践
を
発
表
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

〈
第
４
分
科
会
〉
「
人
権
・
同
和
学
習
」

　
滝
野
南
小
学
校
　
中
村
文
哉
さ
ん

〈
第
７
分
科
会
〉
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
」

　
社
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　
　友
藤
　毅
さ
ん
・
水
口
信
宏
さ
ん

市
同
教
の
活
動
【
上
半
期
】

本年度役員（敬称略）
会　長　近澤　玉幸　　　会計　松本まつみ
副会長　長谷川　豊　　　監事　加古　和男
　　　　松尾美智子　　　　　　山羽　勲

本年度主要教材ＤＶＤ
『ここから歩き始める』

平成２８年１０月１日（３） 市同教の活動



　
人
権
作
文
の
発
表
で
は
、
社
小
学
校
・
米
田
小

学
校
・
滝
野
東
小
学
校
の
小
学
生
３
人
が
そ
れ
ぞ

れ
の
実
体
験
や
日
常
生
活
の
中
で
感
じ
た
思
い
を

自
ら
の
言
葉
に
乗
せ
て
発
表
し
ま
し
た
。
自
分
の

考
え
を
堂
々
と
発
表
す
る
姿
に
会
場
か
ら
は
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。（
全
文
は
Ｐ
１４
〜
１５
に

掲
載
。）

　
次
に
、
小
野
・
加
東
保
護
区
保
護
司
会
加
東
支

部
長
か
ら
市
長
に
、「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

内
閣
総
理
大
臣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
犯
罪
や

非
行
の
防
止
と
、
あ
や
ま
ち
を
犯
し
た
人
の
立
ち

直
り
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
安
全
で
安
心
な
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全

国
的
な
運
動
で
す
。
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
向
け
、「
世

界
一
安
全
な
国
、
日
本
」
の
社
会
づ
く
り
を
す
す

め
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
記
念
講
演
で
は
、
歌
手
・
エ
ッ
セ
イ

ス
ト
・
教
育
学
博
士
（
Ｐ
ｈ
・
Ｄ
）
で
あ
る
ア
グ
ネ

ス
・
チ
ャ
ン
さ
ん
を
お
招
き
し
、
国
内
外
で
の
数
々

の
経
験
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を
も
と
に
熱
く
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
外
見
・
出
生
地
・
宗
教
・

成
績
・
身
体
能
力
・
肩
書
な
ど
…
そ
れ
ぞ
れ
違
っ

て
い
て
も
、
他
者
と
比
べ
ず
、
同
じ
地
球
に
生
き

る
人
で
あ
る
こ
と
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、
自
ら

が
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
幸
せ
に
な
れ

る
と
語
り
か
け
ら
れ
る
様
子
が
印
象
的
で
し
た
。

　
ア
グ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
さ
ん
の
優
し
く
丁
寧
な
が

ら
も
、
力
強
い
一
言
一
言
に
、
多
く
の
方
が
深
く

感
銘
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

【
参
加
者
の
感
想
】

●
と
て
も
魅
力
的
な
講
演
会
で
、
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
他
者
の
視
点
に
立
っ
て
人
権
を
考
え
て
い
く
こ

と
を
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ア
グ
ネ
ス
・
チ

ャ
ン
さ
ん
の
文
献
は
よ
く
読
む
こ
と
が
多
い
私
で
す

が
、
今
日
初
め
て
本
人
か
ら
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

大
変
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
ア
グ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
さ
ん

の
精
神
を
今
後
も
学
び
、
人
権
に
つ
い
て
自
分
な
り

に
考
え
、
啓
発
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
２０
代
・
男
性
）

●
か
わ
い
い
姿
か
ら
は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
平
和
に

対
し
て
の
思
い
が
強
く
、
深
く
、
ユ
ニ
セ
フ
大
使
と

し
て
の
仕
事
を
し
っ
か
り
と
さ
れ
て
い
る
。
初
め
て

聞
く
エ
チ
オ
ピ
ア
な
ど
の
貧
困
な
国
で
の
子
ど
も
た

ち
の
状
況
に
た
だ
涙
が
出
て
ビ
ッ
ク
リ
す
る
話
ば
か

り
で
し
た
。
実
際
に
そ
の
国
を
見
て
こ
ら
れ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
方
の
話
は
大
変
に
深

く
、
す
ご
く
重
み
が
あ
り
ま
し
た
。
か
わ
い
く
冗
談

を
交
え
て
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
行
動
に

移
さ
れ
て
い
る
す
ば
ら
し
い
方
だ
と
思
い
ま
し
た
。

私
た
ち
も
何
か
お
役
に
立
て
る
こ
と
は
、
沢
山
あ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
気
づ
か
せ
て
も
ら
う
、
今
日

は
い
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
　
　（
４０
代
・
女
性
）

●
小
学
生
の
作
文
も
身
近
に
感
じ
た
こ
と
を
自
分
の

言
葉
で
発
表
で
き
て
お
り
、
良
か
っ
た
で
す
。
作
文

か
ら
も
子
ど
も
に
対
す
る
大
人
た
ち
の
考
え
方
や
声

の
か
け
方
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
感
じ
ま

し
た
。
大
人
が
人
権
に
つ
い
て
学
び
、
周
囲
の
人
や

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
に
気
づ

き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
５０
代
・
女
性
）

永井優聖さん　畠山佳奈さん　仲井未桜さん

加東市長
美しい歌声も披露された
アグネス・チャンさん 小野・加東保護区保護司会

　加東支部長　小林健さん

と
　
き
　
７
月
３
日

（日）

と
こ
ろ
　
や
し
ろ
国
際
学
習
塾

プ
ロ
グ
ラ
ム

●
人
権
作
文
の
発
表

●「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

　
　
　
内
閣
総
理
大
臣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達

●
記
念
講
演

　
　「
み
ん
な
地
球
に
生
き
る
ひ
と

 
　
　
　
〜
日
本
の
国
際
化
と
子
ど
も
の
未
来
〜
」

　
　
　
　
　
　
　
ア
グ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
さ
ん

・・・・
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今
年
で
第
１０

期
を
迎
え
る

「
加
東
市
民
人

権
講
座
」
。
こ

の
講
座
で
は
、

各
地
区
で
人
権

教
育
を
推
進
し

て
い
た
だ
く
た

め
の
リ
ー
ダ
ー
養
成
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
本
年
度
、
地
区
か
ら
推
薦
さ
れ
た

受
講
登
録
者
は
２
５
３
名
。

　
ま
た
、
市
の
幹
部
職
員
（
４０
名
）
も

受
講
登
録
し
、
人
権
（
同
和
）
問
題
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　
本
年
度
の
講
座
も
３
回
に
渡
っ
て
開

催
し
、
２
月
に
実
施
予
定
の
「
人
権
を

考
え
る
市
民
の
つ
ど
い
」
を
補
講
の
対

象
と
し
て
い
ま
す
。
本
講
座
の
３
回
の

出
席
、
ま
た
は
本
講
座
２
回
と
補
講
の

１
回
に
出
席
の
方
に
は
、
修
了
書
を
交

付
し
ま
す
。

　
部
落
差
別
は
見
え
に
く
い
も
の
で
あ

り
、
そ
の
地
域
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

皆
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
部
落
差

別
が
風
化
し
な
い
よ
う
、「
何
を
残
し
て
、

何
を
な
く
す
の
か
。」
地
域
の
文
化
や

風
習
を
後
世
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
部

落
差
別
を
な
く
す
た
め
に
、
私
た
ち
み

ん
な
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
の
か
、

「
今
日
か
ら
み
な
さ
ん
も
『
部
落
関
係
者
』

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
い
う
講
師

の
呼
び
か
け
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　
今
後
の
部
落
問
題
を
考
え
る
上
で
、

と
て
も
考
え
さ
せ
ら
れ
る
講
演
会
と
な

り
ま
し
た
。

《
感
想
》

◆
部
落
は
隠
せ
な
い
と
い
う
話
が
あ
り
、

今
も
な
お
根
強
く
部
落
差
別
が
残
っ
て

い
る
こ
と
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
改

め
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
感
じ
た
。
同
和
教
育
が
必
要
だ
と
い

う
こ
と
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　（
３０
代
・
男
性
）

◆
同
和
教
育
は
記
録
と
記
憶
に
残
さ
れ

た
と
い
う
言
葉
が
、
今
日
の
講
演
会
で

印
象
に
残
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
歴

史
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ
か
ら
の
部
落
問

題
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
、
一
人
一
人

が
考
え
て
い
け
る
社
会
に
し
て
い
き
た

い
と
感
じ
ま
し
た
。
　（
４０
代
・
男
性
）

◆
新
し
い
観
点
か
ら
、
部
落
差
別
を
と

ら
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
関
係

者
」
に
な
る
と
は
、
そ
の
問
題
に
関
心

を
持
つ
こ
と
、
知
る
こ
と
、
考
え
る
こ
と
、

伝
え
る
こ
と
な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　（
５０
代
・
女
性
）

◆
こ
れ
ま
で
学
習
し
て
き
た
が
、
時
間

が
経
つ
と
気
持
ち
が
薄
れ
て
い
く
の
が

良
く
分
か
り
ま
し
た
。
自
分
の
気
持
ち

を
再
認
識
す
る
た
め
に
も
学
習
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
　
　（
６０
代
・
男
性
）

　
明
治
維
新
以

降
に
お
け
る
部

落
差
別
に
つ
い

て
、
多
岐
に
わ

た
り
分
か
り
や

す
く
説
明
い
た

だ
き
ま
し
た
。

「
え
た
・
ひ
に
ん
」

と
い
う
呼
称
を
改
め
た
、
い
わ
ゆ
る

「
解
放
令
」（
現
在
の
歴
史
の
教
科
書
で

は
、「
賤
民
廃
止
令
」
が
主
流
）
は
名

ば
か
り
で
、
差
別
が
容
認
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
、
資
料
に
基
づ
き
説
明
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
水
平
社
創
立

に
向
け
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
、

戦
後
の
憲
法
に
お
け
る
差
別
解
消
へ
の

課
題
な
ど
、
近
代
の
部
落
史
に
つ
い
て

映
像
も
交
え
て
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、

と
て
も
分
か
り
や
す
い
講
演
会
と
な
り

ま
し
た
。

《
感
想
》

◆
慣
行
と
し
て
、
差
別
が
続
い
た
時
代

が
、
こ
れ
ほ
ど
長
い
も
の
だ
っ
た
こ
と

に
驚
き
ま
し
た
。
改
め
て
人
権
学
習
の

必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。
一
人
で
も
多

く
の
人
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
　
　
　
　
　（
４０
代
・
男
性
）

◆
政
治
的
方
策
に
よ
っ
て
差
別
は
残
さ

れ
た
と
い
う
事
実
を
、
資
料
に
よ
り
く

わ
し
く
教
え
て
い
た
だ
き
と
て
も
驚
き

ま
し
た
。
差
別
の
対
義
語
は
尊
敬
で
あ

る
と
い
う
話
も
心
に
染
み
ま
し
た
。

　（
５０
代
・
女
性
）

◆
正
し
い
歴
史
認
識
・
知
識
を
も
っ
と

勉
強
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
た
。

人
間
の
本
質
に
あ
る
差
別
意
識
を
取
り

除
く
こ
と
は
難
し
い
と
思
う
が
努
力
し

た
い
。
　
　
　
　
　
　（
６０
代
・
男
性
）

元
神
戸
新
聞
記
者
・
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
　

角
岡
伸
彦
さ
ん

大
阪
市
立
大
学
　
非
常
勤
講
師
　
　
　
　

上
杉
　

聰
さ
ん

＊
第
３
回
の
様
子
及
び
修
了
者
に
つ
い

て
は
、
次
号
に
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

平成２８年１０月１日（５） 第１０期加東市民人権講座



　性別にかかわりなく、男女が互いに個性と能力を十分に発揮することができる「男女共同参画社会」の
実現について、元加東市人権教育推進員で、加東市男女共同参画市民会議にも携わっていただいている大
東太郎先生にお話をお伺いしました。

前編（№21に掲載）のあらすじ・・・育児や家事など、男女が相互に助け合うことが多くなってきたものの、
依然として、世界と比較すると日本の男性の家事・育児時間は非常に短い状況です。また、女性の労働参
加率や管理職数も日本は遅れをとっており、まだまだ性別に関わりなく個々の能力が発揮される社会の実
現には不十分であると言えます。

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
博
物
館
で
は
、

W
om
en

　M
aking

H
istory

「
女
性
が

つ
く
る
歴
史
」
コ

ー
ナ
ー
が
あ
り
、

女
性
が
人
と
し
て

の
権
利
を
獲
得
し

て
き
た
様
子
を
詳

し
く
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
は

女
性
の
家
事
や
育

児
を
し
な
が
ら
労

働
と
社
会
参
加
を

担
っ
て
き
た
歴
史

で
も
あ
り
ま
し
た
。

第
２
次
世
界
大
戦
以
前
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
女
性

の
参
政
権
（
選
挙
権
）
を
苦
難
の
末
、
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
女
性
の
活
躍
を
認
め
る
社
会
に
変
わ

っ
て
き
た
結
果
で
す
。
日
本
で
は
そ
れ
よ
り
か
な
り

後
、
女
性
の
権
利
（
選
挙
権
）
が
認
め
ら
れ
た
の
は
、

戦
後
新
憲
法
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
で
す
。
ま
た
、
家

事
、
育
児
の
分
担
で
は
、
３
歳
ま
で
の
育
児
は
母
親

が
十
分
で
き
る
よ
う
に
社
会
が
保
障
し
、
そ
の
後
仕

事
へ
の
復
帰
を
容
易
に
し
て
い
ま
す
。
所
得
の
向
上

に
よ
り
出
生
率
は
一
時
１．６
人
に
下
が
り
ま
し
た
が
今

で
は
２
人
以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
日
本

は
１．４
人
で
す
。（
※
出
生
率
と
は
女
性
が
一
生
の
う

ち
に
出
産
す
る
子
ど
も
の
数
。）
高
負
担
、
高
福
祉

の
国
な
ら
で
は
で
す
が
、
誰
も
が
安
心
し
て
豊
か
に

暮
ら
せ
る
社
会
を
願
い
、
責
任
を
分
か
ち
合
う
意
識

が
定
着
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
少
子
高
齢
化
社
会
の
中
、
格
差
が
進
み
女
性
や
子

ど
も
の
貧
困
化
や
男
性
の
過
剰
労
働
な
ど
社
会
の
活

力
が
失
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。「
第
２
次
加
東
市
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
で
は
、
女
性
と
男
性
が
互
い

の
人
権
を
尊
重
し
個
性
と
能
力
を
発
揮
し
、
全
て
の

人
が
活
躍
で
き
る
豊
か
な
社
会
を
築
く
こ
と
を
目
標

に
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
性
別
固
定
的

役
割
分
担
意
識
「
男
は
外
で
働
き
、
女
は
家
庭
を
守

る
べ
き
」
を
是
正
す
る
と
と
も
に
、
具
体
的
に
は
、

仕
事
と
家
庭
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
、
女
性
の
労
働
参

加
率
を
上
げ
、
そ
し
て
社
会
参
加
を
促
す
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
、
社
会
の
流
れ
は
確
実
に
そ
の
方
向
に
大
き
く

進
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
を
速
め
る
か
は
私
た
ち
自
身

で
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
、

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
せ
ん
か
。

加東市では、さまざまな男女共
同参画セミナーを開催していま
す。男女が共に夢や希望を実
現できる豊かな人生づくりを
一緒に考えていきましょう！

「
す
べ
て
は
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
」

「
す
べ
て
は
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
」

男でも　女でも　なく　人として

兵庫県人権教育研究協議会事務局長　大東 太郎さん

男女が互いを大切にする生き方を求めて男女が互いを大切にする生き方を求めて
―　国際的な視点から　―

【後編】

平成２８年１０月１日 （６）男女が互いを大切にする生き方を求めて



　
育
休
か
ら
の
復
帰
を
前
に
、
家
事
・

育
児
と
の
両
立
に
自
信
が
な
い
と
悩
ん

で
い
る
方
や
再
就
職
や
起
業
を
検
討
中

の
方
が
５
年
後
に
輝
い
て
仕
事
と
育
児
・

家
庭
の
両
立
が
で
き
る
よ
う
に
自
分
ら

し
い
働
き
方
に
つ
い
て
考
え
る
一
歩
と

な
り
ま
し
た
。

【
参
加
者
の
声
】

◆
自
分
が
本
当
に
望
ん
で
い
る
こ
と
を

考
え
る
時
間
に
よ
り
、
今
ま
で
の
流
れ

で
こ
う
す
べ
き
か
な
と
思
っ
て
き
た
人

生
設
計
と
自
分
の
望
み
を
考
え
る
こ
と

が
で
き
た
。

◆
働
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
ま
た
大

き
く
な
り
、
わ
く
わ
く
し
ま
し
た
。

◆
自
分
が
ど
う
し
た
い
か
、
向
き
合
う

こ
と
も
大
事
な
こ
と
だ
と
気
付
い
た
。

◆
就
労
す
る
こ
と
が
目
標
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
就
労
ま
で
の
７

つ
の
ス
テ
ッ
プ
や
、
ギ
ア
を
ゆ
る
め
て

み
る
な
ど
、
最
終
目
標
に
向
か
っ
て
進

ん
で
い
け
ば
良
い
と
学
び
ま
し
た
。

私らしいキャリアを実現する
☆７つのステップ☆

①意思決定の必要性の自覚

②自己の棚卸・再評価

③職業・仕事・方向性の特定

④選択肢に対する情報収集

⑤仮決定

⑥教育・訓練・準備

⑦就職・起業

★ここで紹介する絵本は人権教育課で貸し出しをしています。

動物園で本当にあったペンギンの家族のお話です。
動物園にはいろんな家族がいます。ペンギンのタンゴ一家はそ
のどれとも違っていました。オス同士がつがいになって卵をか
えして育てるほんのりあたたかい気持ちになれる絵本です。

クレヨンたちは、真っ白な画用紙を見つけて大喜び！みんな、
つぎつぎと描いています。ところが、くろくんだけは仲間に入れて
もらえません。シャープペンのお兄さんがやってきて、くろくん
に秘策を授けます。仲間はずれになったくろくんのせつない気
持ちに共感し、そして迎えるハッピーエンドに安堵する絵本で

文／J・リチャードソン＆P・パーネル
絵／H・コール　　訳／尾辻かな子、前田和男
ポット社　2008年発行

作絵／なかや みわ　　童心社　2011年発行

出
張
！
女
性
の
た
め
の
働
き
方
セ
ミ
ナ
ー

「
私
ら
し
い
働
き
方
を
考
え
よ
う
！
」

 
〜
5
年
後
輝
く
た
め
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
6
月
29
日
）

講
師
　
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
　
　

飯
鉢
仁
弥
さ
ん

い
い

ば
ち

ひ
と

み

平成２８年１０月１日（７） 男女共同参画セミナー



①
加
東
市
が
目
指
す
人
権
の
「
つ
な
が
り
」

　「
加
東
市
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
」

で
は
、
み
な
さ
ん
が
自
由
で
平
等
な
社
会
の
中
で
幸

福
な
生
活
を
営
め
る
よ
う
、
3
つ
の
基
本
理
念
『「
ひ

と
ご
と
」
か
ら
「
わ
が
こ
と
」
へ
』『
共
生
に
よ
る

「
人
権
文
化
」
の
創
造
』『
協
働
と
連
携
に
よ
る
「
人

権
の
ま
ち
づ
く
り
」』
を
定
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

を
具
現
化
す
る
た
め
に
は
人
と
人
の
「
つ
な
が
り
」

が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
そ
の
最
も
基
本
的
な
「
つ
な
が
り
」
の
一
つ
が
、

親
子
の
「
つ
な
が
り
」
で
は
、
な
い
で
し
ょ
う
か
。

子
ど
も
は
親
の
意
識
や
言
動
を
自
然
に
手
本
と
し
て

成
長
し
て
い
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
普
段
の
接
し
方
が

と
て
も
大
切
な
の
で
す
。
大
人
は
、
次
の
世
代
を
守

り
、
正
し
い
人
権
感
覚
を
つ
な
い
で
い
く
大
切
な
役

目
を
担
っ
て
い
る
の
で
す
。

②
絶
対
人
権
感
覚
と
は

　
和
歌
山
県
で
は
、
親
子
の
つ
な
が
り
を
豊
か
に
す

る
た
め
の
実
践
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
『「
人
権
感
覚
を

育
て
よ
う
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
『「
人
権
感
覚
を
育
て
よ
う
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

は
、
神
戸
大
学
の
鈴
木
正
幸
名
誉
教
授
が
提
唱
さ
れ

て
い
る
「
絶
対
人
権
感
覚
」
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
鈴
木
名
誉
教
授
に
よ
り
ま
す
と
、
以
前

出
会
っ
た
学
生
の
中
に
、
ピ
ア
ノ
の
ど
の
キ
ー
を
叩

い
て
も
、
ま
た
、
2
、
3
個
の
音
を
重
ね
て
も
正
確

に
音
を
言
い
当
て
る
「
絶
対
音
感
能
力
」
の
持
ち
主

が
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
学
生
の
身
体
の
中
に
は
、

音
の
高
低
を
測
る
「
も
の
さ
し
」
が
備
わ
っ
て
お
り
、

考
え
る
の
で
は
な
く
音
が
鳴
る
と
瞬
時
に
そ
の
「
も

の
さ
し
」
が
反
応
し
音
を
言
い
当
て
た
そ
う
で
す
。

こ
の
絶
対
音
感
能
力
は
特
殊
な
才
能
で
は
な
く
、
ど

の
子
で
も
身
に
つ
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
た
だ

学
習
の
時
期
が
大
切
で
、
こ
の
能
力
が
身
に
つ
く
の

は
4
、
5
歳
ま
で
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　「
絶
対
人
権
感
覚
」
は
、
人
間
の
脳
が
成
長
発
達

す
る
幼
児
期
に
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
権
感

覚
に
と
っ
て
重
要
な
「
や
さ
し
さ
」
や
「
思
い
や
り
」

と
い
う
心
の
仕
組
み
で
す
。
そ
し
て
、
幼
児
期
に
感

性
的
に
刷
り
込
ま
れ
た
能
力
は
、「
絶
対
音
感
能
力
」

と
同
様
に
長
時
間
記
憶
と
な
っ
て
生
涯
消
え
る
こ
と

な
く
、
違
い
を
認
め
合
い
、「
違
い
を
違
い
と
思
わ

な
い
」
と
い
う
人
権
感
覚
を
育
む
こ
と
が
可
能
に
な

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

③
ち
が
い
を
み
つ
め
て
　
ち
が
い
を
み
と
め
る

　
　
　
み
ん
な
、
た
い
せ
つ

　
〜「
人
権
感
覚
を
育
て
よ
う
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
〜

　
加
東
市
は
、
こ
の
幼
児
期
の
人
権
教
育
を
大
切
に

す
る
考
え
方
に
賛
同
し
、
平
成
28
年
度
か
ら
指
導
者

養
成
セ
ミ
ナ
ー
と
親
子
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　「
相
手
の
気
持
ち
に
立
っ
て
考
え
る
能
力
」
や
「
問

題
に
直
面
し
た
時
に
そ
れ
を
乗
り
越
え
、
解
決
す
る

能
力
」
を
将
来
的
に
身
に
つ
け
る
た
め
、
感
性
が
発

達
す
る
3
〜
5
歳
児
の
幼
児
期
に
、「
自
分
が
価

値
あ
る
存
在
で
あ
る
と
感
じ
る
感
性
」
や
「
互
い
を

尊
重
し
合
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
る
感
情
」

な
ど
「
思
い
や
り
」
や
「
い
た
わ
り
」
の
心
を
育
み

人
権
を
尊
重
で
き
る
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　「
一
人
一
人
、
い
い
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
」「
一
人
一

人
、
見
た
目
や
感
じ
る
こ
と
（
気
持
ち
）
は
違
う
け

れ
ど
、
そ
れ
は
当
た
り
前
の
こ
と
だ
よ
」
と
確
認
で

き
、
親
子
の
つ
な
が
り
を
豊
か
に
で
き
ま
す
。
日
常

生
活
に
取
り
入
れ
や
す
い
短
く
簡
単
で
具
体
的
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
親
子
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
し
て
、
そ
の
良
さ
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

加東市ＨＰに、親
子セミナーのお知
らせをしています。
ぜひ、ご参加くだ
さい！

加東市マスコット　加東伝の助

平成２８年１０月１日 （８）幼児期から人権感覚を育むために　～絶対人権感覚～



　
8
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
し
た
『
ち
が
い
を
み
つ
め

て
　
ち
が
い
を
み
と
め
る
　
み
ん
な
、
た
い
せ
つ

〜「
人
権
感
覚
を
育
て
よ
う
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
〜
』

を
活
用
し
た
指
導
者
セ
ミ
ナ
ー
を
8
月
22
日

（月）
に

加
東
市
役
所
2
0
1
会
議
室
で
行
い
ま
し
た
。
保

育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
、
小
学
校
の
指

導
者
と
幼
児
期
の
保
育
や
教
育
に
興
味
の
あ
る
方

を
対
象
に
行
い
ま
し
た
。
和
歌
山
県
外
で
こ
の
セ

ミ
ナ
ー
を
行
う
こ
と
は
初
め
て
と
い
う
こ
と
で
、

和
歌
山
県
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
職
員
の
方
も
視
察

に
来
ら
れ
ま
し
た
。

 

講
師
は
、K

ids 
First

（
キ
ッ
ズ
フ
ァ
ー
ス
ト
）

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
代
表
の
中
本
久
美
（
な
か
も
と

ひ
さ
み
）
さ
ん
で
す
。
自
身
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

ル
ー
ム
で
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
他
、
和
歌
山
県

内
の
学
校
に
お
い
て
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と

し
て
も
活
躍
し
、
い
じ
め
・
不
登
校
問
題
に
も
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

親
業
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
の
豊
富
な
実
践

経
験
を
活
か
し
た
講
演
が
好
評
で
、
加
東
市
の
先

生
方
を
、
あ
っ
と
い
う
間
に
引
き
付
け
ま
し
た
。

①
講
義

　『
幼
児
の
発
達
に
応
じ
た
人
権
教
育
に
つ
い
て
』

　「
や
さ
し
さ
」
や
「
思
い
や
り
」
な
ど
の
人
を

大
切
に
す
る
感
性
を
人
権
感
覚
と
位
置
付
け
、
根

づ
か
せ
る
た
め
に
は
、
乳
児
期
か
ら
愛
さ
れ
可
愛

が
ら
れ
る
と
い
う
愛
着
形
成
の
獲
得
と
、
そ
の
後

の
対
人
関
係
や
社
会
的
な
関
係
で
の
葛
藤
を
乗
り

越
え
る
力
を
育
て
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
愛
着
形

成
と
は
、
乳
幼
児
期
に
子
ど
も
の
出
す
要
求
に
応

じ
て
、
親
な
ど
の
大
人
か
ら
愛
さ
れ
可
愛
が
ら
れ

る
こ
と
に
よ
り
安
定
し
た
心
の
基
盤
が
育
つ
こ
と
、

言
い
換
え
れ
ば
、
安
心
で
き
る
心
の
基
地
を
持
つ

こ
と
で
す
。
愛
着
を
形
成
す
る
こ
と
で
、
自
分
の

存
在
を
認
め
、
人
を
信
頼
す
る
心
が
育
ち
ま
す
。

愛
着
関
係
が
形
成
さ
れ
な
い
と
、
人
に
対
す
る
不

信
感
が
育
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
愛

着
が
形
成
さ
れ
、
自
分
と
他
者
へ
の
信
頼
を
尊
重

す
る
心
が
生
ま
れ
た
子
ど
も
は
、
将
来
的
に
思
い

や
り
を
も
っ
た
人
間
に
成
長
し
、
人
権
尊
重
の
社

会
づ
く
り
へ
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
の

で
す
。
そ
れ
ら
を
獲
得
さ
せ
る
た
め
の
具
体
的
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、『
ち
が
い
を
み
つ
め
て
　
ち
が

い
を
み
と
め
る
　
み
ん
な
、
た
い
せ
つ
　
〜
「
人

権
感
覚
を
育
て
よ
う
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
〜
』
で
あ
る

と
熱
意
を
込
め
て
お
話
し
い
た
だ
き
、
参
加
者
は
、

う
な
ず
き
な
が
ら
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

②
演
習
『
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
体
験
・
考
案
』

　
午
後
の
演
習
は
、
中
本
先
生
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
役
、
参
加
者
は
子
ど
も
役
と
な
っ
て
、
全

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し
ま
し
た
。

　「
ま
ほ
う
の
カ
メ
ラ
」

で
は
、
二
人
組
に
な
っ
て
、

お
互
い
に
瞬
き
を
し
な
い

よ
う
に
見
つ
め
合
い
ま
す
。

「
相
手
の
瞳
に
自
分
が
映

っ
て
い
ま
す
か
？
」
映
っ

て
い
た
ら
、
写
真
撮
影
す

る
み
た
い
に
「
は
い
、
チ

ー
ズ
！
ぱ
し
ゃ
っ
！
」
ど

ん
な
気
持
ち
が
し
た
か
を

尋
ね
ま
す
。

　「
サ
イ
コ
ロ
、
コ
ロ
コ
ロ
」

で
は
、
10
〜
15
人
程
度
で

、

大
き
め
の
サ
イ
コ
ロ
（
ハ

イ
タ
ッ
チ
、
ハ
グ
等
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
書

い
て
あ
る
）
を
振
り
ま
す
。

サ
イ
コ
ロ
の
出
た
目
に
書

い
て
あ
る
指
示
に
従
い
、

ど
ん
な
気
持
ち
が
し
た
か

を
尋
ね
ま
す
。（
写
真
は
、

肩
た
た
き
の
目
が
出
た
と

き
で
す
）

　
体
験
後
は
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
を

使
っ
て
、
参
加
者
が
普
段
の
取
組
を
加
え
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
グ
ル
ー
プ
で
考
え
て
発
表

し
ま
す
。
考
え
る
時
間
が
短
い
に
も
関
わ
ら
ず
、

ど
の
グ
ル
ー
プ
も
楽
し
く
発
表
し
て
い
ま
し
た
。

園
や
学
校
で
、
こ
れ
ら
の
取
組
が
広
が
り
、
豊
か

な
人
権
感
覚
が
育
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

平成２８年１０月１日（９） 幼児期人権教育事業指導者セミナー



　
加
東
市
で
は
、
平
成
２１
年
か

ら
、
日
々
の
生
活
の
中
で
「
人

権
」
を
尊
重
す
る
こ
と
を
自
然

に
感
じ
、
考
え
、
行
動
で
き
、

幸
せ
に
生
き
る
人
権
文
化
の
風

薫
る
ま
ち
加
東
を
め
ざ
し
、
教

職
員
の
人
権
意
識
の
高
揚
と
人

権
教
育
の
指
導
に
係
る
ス
キ
ル

を
身
に
つ
け
る
講
座
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。

　
公
立
鳥
取
環
境
大
学
の
外
川

正
明
教
授
の
一
日
集
中
講
座
「
学

び
直
そ
う
！
ま
る
ご
と
部
落
の

歴
史
」
は
大
変
好
評
で
、
一
昨

年
か
ら
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
度
の
第
三
弾
を
も
っ
て
、

終
了
し
ま
し
た
。
歴
史
研
究
の

深
ま
り
に
よ
っ
て
教
科
書
の
記

述
も
変
わ
り
、
新
た
な
視
点
で

部
落
史
を
学
び
直
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
若
い
教
師
が

増
え
た
こ
と
で
、
同
和
問
題
を

中
心
と
し
た
人
権
課
題
に
つ
い

て
学
ぶ
機
会
が
必
要
で
す
。
教

職
員
は
も
と
よ
り
、
子
ど
も
の

人
権
意
識
を
高
め
る
た
め
の
授

業
や
関
わ
り
に
役
立
て
る
た
め

に
、
と
て
も
有
益
な
講
座
と
な

り
ま
し
た
。
映
像
資
料
を
数
多

く
引
用
し
、
確
か
な
史
料
に
基

づ
い
て
詳
細
に
分
析
さ
れ
た
外

川
先
生
の
お
話
は
、
大
変
説
得

力
が
あ
り
ま
し
た
。
先
生
の
情

熱
が
込
め
ら
れ
た
語
り
を
聞
い

て
い
る
と
、
６
時
間
の
集
中
講

座
が
短
く
感
じ
る
ほ
ど
で
し
た
。

参
加
者
の
感
想
に
は
「
外
川
先

生
自
身
が
同
和
教
育
に
携
わ
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
聞
く
と
、
胸
が
熱
く
な
り

ま
し
た
」
と
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
今
後
も
、
同
和
問
題
を
中
心

に
据
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問

題
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
で
、
他

人
事
で
は
な
く
、
自
分
の
こ
と

と
し
て
人
権
問
題
を
考
え
ら
れ

る
よ
う
、
人
権
感
覚
を
高
め
る

講
座
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

　
人
権
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
学

級
は
、
平
成
２３
年
度
か
ら
、
市

内
の
全
中
学
生
か
ら
希
望
者
を

募
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

に
つ
い
て
学
習
す
る
こ
と
に
よ

り
人
権
感
覚
を
培
い
、
一
人
一
人

の
人
権
が
大
切
に
さ
れ
る
社
会

の
担
い
手
と
し
て
の
資
質
を
養

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
①
「
部
落
差
別
に
つ
い
て
考

え
よ
う
」
の
講
話
で
は
、
一
時

間
目
に
中
学
校
の
歴
史
教
科
書

の
記
述
を
も
と
に
、
市
民
人
権

講
座
と
人
権
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講

座
で
、
そ
れ
ぞ
れ
講
義
い
た
だ

い
た
上
杉
聰
さ
ん
、
外
川
正
明

さ
ん
監
修
の
「
シ
リ
ー
ズ
映
像

で
み
る
人
権
の
歴
史
」
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
用
い
て
、
江
戸
時
代
の
部
落

差
別
の
様
子
を
知
り
、
当
時
の

差
別
に
対
し
て
子
ど
も
た
ち
の

考
え
を
交
流
し
ま
し
た
。
そ
の

学
習
か
ら
出

た
新
た
な
疑

問
を
二
時
間

目
に
解
決
す

る
二
段
構
え

の
学
習
を
行

い
ま
し
た
。

生
徒
か
ら

「
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
を
な
く
す

た
め
に
、
自
分
か
ら
行
動
し
て
い

き
た
い
」
と
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
②
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
体

験
で
は
、
日
本
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ

ッ
カ
ー
協
会
指
導
員
の
村
上
さ

ん
と
池
田
選
手
を
お
招
き
し
て
、

目
が
見
え
な
い
中
で
運
動
す
る

難
し
さ
を
体
験
し
ま
し
た
。
池

田
選
手
の
模
範
プ
レ
ー
の
ス
ピ

ー
ド
の
速
さ
、
村
上
さ
ん
の
池

田
選
手
へ
の
適
切
な
声
か
け
、

二
人
の
信
頼
関
係
に
、
参
加
者

は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大

切
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ア
イ
マ
ス
ク
を
つ
け

て
、
実
際
に
プ
レ
ー
し
て
み
て
、

二
人
は
す
ご
い
、
と
驚
き
を
隠

せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
二
人
の
指

導
者
か
ら
「
自
分
た
ち
に
で
き

る
こ
と
を
少
し
で
も
し
て
欲
し

い
」
と
の
願
い
に
、
う
な
ず
く

子
ど
も
た
ち
が
印
象
的
で
し
た
。

　
③
裁
判
所
見
学
で
は
、
実
際

の
法
廷
に
入
り
、
裁
判
官
役
、

検
察
官
役
、
弁
護
人
役
に
分
か

れ
て
、
静
ま
る
法
廷
の
中
、
子

ど
も
た
ち
は
緊
張
し
な
が
ら
も
、

セ
リ
フ
を
読
み
ま
し
た
。
相
手

の
立
場
に
立
っ
て
考
え
る
と
い
う
、

大
切
な
学
習
が
で
き
ま
し
た
。

　
犯
罪
か
ら
の
立
ち
直
り
を
支

え
る
方
の
お
話
で
は
、
神
戸
保

護
観
察
所
姫
路
支
部
の
阿
久
津

保
護
観
察
官
と
小
野
加
東
保
護

区
保
護
司
会
加
東
支
部
の
小
林

支
部
長
か
ら
、
犯
罪
を
犯
し
た

人
た
ち
と
ど
の
よ
う
に
接
し
、

支
え
て
い
る
か
、
具
体
的
に
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
帰
っ

て
く
る
人
に
居
場
所
を
確
保
す

る
大
切
さ
、
そ
の
活
動
の
尊
さ

に
、
中
学
生
の
私
た
ち
に
は
、

何
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
、
と
考

え
る
感
想
が
多
か
っ
た
で
す
。

一
日
集
中
講
座

「
学
び
直
そ
う
！
ま
る
ご
と
部
落
の
歴
史
　

第
三
弾
」

講
師
：
公
立
鳥
取
環
境
大
学
　

教
授
　

外
川
正
明
さ
ん

①
部
落
差
別
に
つ
い
て
考
え
よ
う（
講
話
）

②
や
っ
て
み
よ
う
！
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
体
験（
移
動
教
室
）

③
裁
判
所
見
学
と
模
擬
裁
判
体
験
・
犯
罪
か
ら
の
立
ち
直
り
を
支
え
る
方
の
お
話（
移
動
教
室
）

声かけと協力が必須のブラ
インドサッカー。でも 1 番
大切なのは相手の気持ちを
考えることなのです！

6 時間におよび熱弁をふるわれる
外川先生

阿
久
津
保
護
観
察
官

小
林
支
部
長

平成２８年１０月１日 人権教育スキルアップ講座・ジュニアリーダー学級（１０）



人権ジュニアリーダー学級でご指導いただいた池田選手に、ブラインドサッカーについてお伺いしました！

特 集 !
特 集 !
特 集 !

　ブラインドサッカーとは、目の不自由な人でもプレーできるように考案されたスポーツです。

　４０ｍ×２０ｍのコートにアイマスクを着用した４名のフィールドプレーヤーと目の見えるＧＫ１名

の５名でプレーします。またコートの外には監督やガイド（攻めるゴールの後で味方選手に指示を

出す人）がいます。ブラインドサッカーは、視覚を閉じた状態でプレーしますので、技術だけでは

なく、視覚障がい者と健常者が力を合わせてプレーするため、『「音」と「声」のコミュニケーション』

がとても重要になります。

　私は２６歳の時に目が悪くなり光を感じられる程の

視力になり、それまでの趣味や楽しみをほぼ失って

しまい、生きる活力をなくしていた時にブラインド

サッカーと出会いました。

　ブラインドサッカーの魅力はなんといっても、「コ

ミュニケーション」にあります。どんなに技術の高

い選手でも、仲間との声かけがなければその力を上

手く発揮する事はできません。見えている人と見え

ていない人が心を一つに協力し合うことによってゴ

ールは近づくのです。こうして見える人、見えない人が協力してプレーするブラインドサッカーに

出会ったことで、私は再び生きる活力を手にすることができたと言っても過言ではありません。

　ですが、ピッチの中では自分の意思で自由に動き回ることができ、目に障がいがあることを感じ

ませんが、いざピッチから出てみると、慣れない道や場所を歩く時、一人で買い物をする時など生

活しづらい状況を感じることは多々あります。この生活しづらい状況は周りの人の「思いやり」や「行

動」によって軽くもなるし、重くもなると思っています。

　例えば道に迷っている時等に「なにかお困りですか？」と声をかけてくれ道を案内してくれるこ

とで歩きづらい状況はなくなります。

　しかし、誰も声をかけてくれなければ、一向に道が分からず立ち往生したり、もしくは危険な所

にいってぶつかったりすることになるかもしれません。

　私は目が見えなくなって初めて「障がいは社会にもある」と感じるようにもなりました。障がい

が軽くなるのも重くなるのも周りの人の行動や思いやりの行動によって変わるのではないかと思い

ます。

　世の中には目が見えない人だけでなく、たくさんの方が住んでいます。一人一人が相手のことを

思いやり行動することで誰もが当たり前に混ざり合う社会に近づくのではないかと思います。

　是非、そんな世の中になるよう私はブラインドサッカーを通じて、皆さんに発信していけたらと

思っています。

ブラインドサッカープレーヤー　池田　勢司　

提供 日本ブラインドサッカー協会

（１１）ブラインドサッカーを通じて当たり前に混ざり合う社会の実現に向けて 平成２８年１０月１日



　
私
た
ち
企
人
協
は
、
企
業
・

事
業
所
を
中
心
と
す
る
人
権
教

育
を
推
進
し
、
差
別
の
な
い
明

る
い
社
会
づ
く
り
に
貢
献
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
人
権
啓
発
事

業
の
実
施
や
研
修
を
積
み
重
ね

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
互
い
の
人
権
を
尊
重
す
る
た

め
の
研
修
は
、
企
業
の
社
会
的

責
任
を
果
た
す
上
で
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、

ま
た
消
費
者
や
地
域
、
社
会
へ

の
貢
献
の
観
点
か
ら
、
企
業
活

動
全
般
に
お
い
て
人
権
尊
重
の

視
点
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
私
た
ち
企
人
協
に
参
加
す
る

市
内
の
事
業
所
・
企
業
は
、

　
社
ブ
ロ
ッ
ク
（
４２
社
）

　
滝
野
ブ
ロ
ッ
ク
（
２６
社
）

　
東
条
ブ
ロ
ッ
ク
（
２７
社
）

の
計
９５
社
に
及
び
、
企
業
規
模

（
従
業
員
数
）
に
応
じ
て
年
会

費
を
納
入
し
て
、
自
主
的
な
事

業
展
開
を
し
て
い
ま
す
。

■
本
年
度
重
点
目
標

①
企
業
代
表
並
び
に
企
業
内
の

人
権･

同
和
教
育
担
当
者
等
の

研
修
会
を
開
催
し
、
明
る
く
温

か
い
職
場
づ
く
り
を
め
ざ
す
。

②
人
権･

同
和
教
育
に
か
か
る

社
員
研
修
を
行
い
、
豊
か
な
人

権
感
覚
を
培
い
、
具
体
的
行
動

の
実
践
に
努
め
て
い
く
。

③
企
業
間
、
企
業
と
企
人
協
事

務
局
と
の
密
な
る
連
携
を
図
り
、

推
進
体
制
の
確
立
と
研
修
内
容

の
充
実
に
努
め
る
。

■
本
年
度
の
取
り
組
み

第
一
回
研
修
会（
５
月
１９
日
）

Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴

　「
障
が
い
者
の
生
活
に
お
い
て
、

本
人
や
家
族
、
周
囲
の
人
々
の

正
し
い
理
解
が
必
要
で
あ
る
こ

と
」
な
ど
、
本
作
品
を
視
聴
す

る
こ
と
で
、
違
い
を
理
解
し
、

認
め
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
学

び
ま
し
た
。

第
二
回
研
修
会（
７
月
１４
日
）

「
み
ん
な
の
命
輝
く
た
め
に

〜
同
和
問
題
の
今
、そ
し
て
こ
れ
か
ら
〜
」

三
木
市
人
権
・
同
和
教
育
協
議
会

　
　
人
権
教
育
・
啓
発
専
門
員

東
田
寿
啓
さ
ん

　
同
和
問
題
の
変
遷
を
、
歴
史

的
見
解
に
よ
り
詳
し
く
説
明
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
ア
ン
ケ
ー

ト
か
ら
現
在
の
同
和
問
題
の
認

識
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、
講
演
の
中
で
ク
イ
ズ

方
式
に
よ
る
説
明
や
、
参
加
者

同
士
の
意
見
交
換
を
行
う
な
ど
、

踏
み
込
ん
だ
研
修
と
な
り
ま
し

た
。

　
参
加
者
の
同
和
問
題
へ
の
再

認
識
が
図
ら
れ
、
今
後
の
企
業

で
の
研
修
に
生
か
し
た
い
と
い

っ
た
前
向
き
な
意
見
が
多
く
聞

か
れ
ま
し
た
。

《
感
想
》…
…
…
…
…
…
…
…
…

◆
些
細
な
こ
と
で
判
断
し
た
り
、

人
か
ら
の
う
わ
さ
だ
け
で
判
断

せ
ず
、
相
手
の
気
持
ち
を
考
え

て
発
言
や
行
動
を
す
る
こ
と
が
、

差
別
を
な
く
す
第
一
歩
に
繋
が

る
と
思
い
ま
し
た
。（

１０
代
女
性
）

◆「
い
じ
め
・
差
別
は
し
て
い

る
側
は
気
づ
き
に
く
い
。」
と

い
う
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。

　
　
　（
２０
代
男
性
）

◆
人
が
傷
つ
く
痛
み
を
分
か
ろ

う
と
す
る
こ
と
を
真
剣
に
考
え

な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　（
３０
代
男
性
）

◆
学
校
で
受
け
た
教
育
と
違
い
、

初
め
て
聴
い
た
話
も
多
く
、
興

味
深
く
勉
強
で
き
た
。
若
い
世

代
の
人
に
も
こ
う
い
う
話
を
聴

く
こ
と
で
、
全
世
代
の
理
解
を

増
や
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し

い
と
感
じ
た
。
　（
５０
代
男
性
）

第
三
回
研
修
会（
９
月
１３
日
）

「
共
に
暮
ら
し
、
共
に
働
け
る

社
会
に
向
け
て
〜
障
害
者
差
別

解
消
法
と
雇
用
促
進
法
を
知
ろ
う
〜
」

大
阪
市
立
大
学
非
常
勤
講
師
　

松
波
め
ぐ
み
さ
ん

　
障
害
者
差
別
解
消
法
の
施
行

に
よ
り
、
障
が
い
の
あ
る
人
も

な
い
人
も
互
い
に
認
め
合
い
な

が
ら
、
共
に
生
き
る
社
会
を
つ

く
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

法
律
の
内
容
を
具
体
例
と
と
も

に
お
話
し
い
た
だ
き
、
今
後
の

雇
用
や
職
場
で
の
取
組
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

《
感
想
》…
…
…
…
…
…
…
…
…

◆
障
が
い
の
あ
る
人
が
普
通
に

仕
事
等
が
で
き
る
よ
う
に
、
必

要
な
手
立
て
を
し
て
あ
げ
る
合

理
的
配
慮
が
大
切
で
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。
　
　（
３０
代
男
性
）

◆
障
が
い
者
に
対
し
て
、
思
い

や
り
を
も
っ
て
接
す
る
こ
と
も

大
事
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
大

切
な
の
は
、
障
が
い
が
あ
っ
て

も
健
常
者
と
同
じ
よ
う
に
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
社
会
づ
く
り

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　（
５０
代
男
性
）

加
東
市
企
業
人
権
教
育
協
議
会
の
活
動
状
況秋桜（コスモス）の咲く日

「差別を許さない生き方をしよ
 う」と語る東田さん

　
未
加
入
の
企
業
・
事
業
所

の
皆
様
、
ぜ
ひ
と
も
、
加
東
市

『
企
人
協
』
に
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

加
入
申
込
は
企
人
協
事
務
局

（
人
権
教
育
課
）
ま
で

　
℡
4
3
ー

0
5
4
4

平成２８年１０月１日 （１２）企人協の活動



　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の

み
な
さ
ん
か
ら
人
権
相
談
を
受

け
、
問
題
解
決
の
お
手
伝
い
や
、

み
な
さ
ん
に
人
権
に
つ
い
て
関

心
を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

啓
発
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
９
名
の
方
が
任
命
さ
れ

て
お
り
、
地
域
や
学
校
な
ど
で

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
さ
れ
て
い

ま
す
。

■
人
権
相
談
活
動

①�

総
合
相
談

　
社
会
福
祉
協
議
会
の
総
合
相

談
の
中
で
人
権
相
談
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
社
福
祉
セ
ン
タ
ー
・

は
ぴ
ね
す
滝
野
・
東
条
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
、
月
一
回

の
開
催
で
す
。

②�

特
設
人
権
相
談

　
法
務
局
が
掲
げ
る
推
進
月
間

に
合
わ
せ
て
、
人
権
に
関
す
る

相
談
を
受
け
ま
す
。
社
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
、
５
月
（
憲
法
週
間
）

・
６
月
（
人
権
擁
護
委
員
の
日
）
・

１２
月
（
人
権
週
間
）
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

③�

隣
保
館
人
権
相
談

　
民
生
児
童
委
員
と
と
も
に
、

隣
保
館
・
公
民
館
に
て
相
談
を

受
け
ま
す
。
７
月
・
１１
月
・
３

月
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
人
権
啓
発
活
動

　
街
頭
に
て
啓
発
活
動
を
６
月

（
男
女
共
同
参
画
週
間
）・
８
月

（
人
権
文
化
を
す
す
め
る
市
民
運

動
月
間
）・
１２
月
（
人
権
週
間
）

に
実
施
し
、
市
民
の
方
へ
の
周

知
に
努
め
て
い
ま
す
。

■
学
校
な
ど
に
お
け
る
人
権
啓

発
活
動

①
「
人
権
の
花
運
動
」

　
み
ん
な
で
花
を
育
て
、
花
の

絵
や
感
想
な
ど
を
書
い
た
り
、

福
祉
施
設
と
の
交
流
を
し
た
り

す
る
こ
と
で
、
人
権
尊
重
の
心

を
養
い
ま
す
。

②
「
ミ
ニ
人
権
教
室
」

　
毎
年
市
内
の
ア
フ
タ
ー
ス
ク

ー
ル
で
、
紙
芝
居
や
楽
し
い
ゲ

ー
ム
を
し
て
、
子
ど
も
た
ち
と

の
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、

友
達
の
輪
を
広
げ
る
な
ど
人
権

の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

③�

人
権
授
業
参
観

　 

「
種
を
ま
こ
う
」

　
小
学
校
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー

ル
の
一
環
と
し
て
、
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
人
権
教
育
冊
子
「
種
を
ま
こ

う
」
に
あ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

子
ど
も
た
ち
が
い
ろ
ん
な
意
見

を
出
し
、
話
し
合
い
を
し
な
が
ら
、

人
権
教
育
に
取
り
組
み
ま
す
。

④�

子
ど
も
の
人
権
Ｓ
Ｏ
Ｓ

　 

ミ
ニ
レ
タ
ー

　
誰
に
も
相
談
で
き
な
い
子
ど

も
た
ち
と
手
紙
の
や
り
と
り
を

通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
悩
み

を
早
期
に
発
見
し
、
解
決
へ
の

手
助
け
を
行
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
広
域
隣
保
活
動

事
業
と
し
て
『
相
談
事
業
』『
人

権
教
育
・
啓
発
事
業
』『
地
域

交
流
事
業
』『
地
域
福
祉
事
業
』

『
広
報
・
啓
発
活
動
事
業
』
の

5
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　『
相
談
事
業
』
で
は
、
窪
田

隣
保
館
で
毎
週
水
曜
日
の
午
後

に
行
っ
て
い
る
総
合
相
談
を
は

じ
め
年
間
３
回
の
特
設
総
合
相

談
等
を
通
じ
て
市
民
の
み
な
さ

ま
の
人
権
問
題
の
相
談
を
お
受

け
し
て
い
ま
す
。

　『
地
域
交
流
事
業
』
で
は
、

今
年
も
4
会
場
で
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
麻
雀
講
座
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
ど
の
会
場
と
も
、

竹
で
で
き
た
大
き
な
牌
（
一
つ

2
5
0
ｇ
）
を
使
っ
て
、
参
加

者
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
ワ
イ
ワ

イ
と
活
発
に
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
そ

れ
ぞ
れ
の
会
場
で
は
、「
銭
太

鼓
講
座
」
や
「
ま
ち
か
ど
体
操
」

「
も
の
忘
れ
予
防
カ
フ
ェ
」
な

ど
が
参
加
者
の
自
主
活
動
と
し

て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
『
地
域
福
祉
事
業
』

で
は
、
秋
以
降
に
、「
回
想
法
ア

フ
タ
ー
」（
高
齢
介
護
課
・
健

康
課
と
の
連
携
事
業
）「
音
楽

療
法
講
座
」
な
ど
を
実
施
す
る

予
定
に
し
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
、
今
年
の
「
回
想
法

ア
フ
タ
ー
」
で
は
昔
懐
か
し
い

風
景
を
探
し
て
10
月
に
篠
山
市

歴
史
美
術
館
（
明
治
24
年
に
建

て
ら
れ
た
日
本
最
古
の
木
造
裁

判
所
）
や
雲
部
小
学
校
の
旧
校

舎
を
見
学
し
ま
す
。
こ
う
し
た

講
座
は
、
認
知
症
予
防
や
介
護

予
防
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
す
。

ぜ
ひ
、
今
後
の
講
座
へ
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
麻
雀

（１３）人権擁護委員の活動・広域隣保活動 平成２８年１０月１日



　
目
を
覚
ま
し
た
ら
、
ぼ
く
は
病
院
の
ベ
ッ
ド
の
上

だ
っ
た
。
お
母
さ
ん
が
看
病
し
て
く
れ
た
り
、
学
校

の
先
生
が
お
見
舞
い
に
来
て
く
れ
た
り
し
た
そ
う
だ
。

「
一
週
間
ぐ
ら
い
の
記
憶
が
な
い
よ
。」

と
、
お
母
さ
ん
が
言
っ
て
い
た
。

　
二
〇
一
三
年
七
月
三
十
一
日
。
あ
の
日
、
ぼ
く
は

い
つ
も
の
よ
う
に
ラ
ジ
オ
体
操
に
行
こ
う
と
し
て
い
た
。

交
差
点
で
左
右
確
認
し
た
あ
と
、
自
転
車
を
こ
ぎ
だ

そ
う
と
し
た
ぼ
く
は
、
ペ
ダ
ル
か
ら
足
を
ふ
み
は
ず

し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
も
う
一
度
ペ
ダ
ル
を
こ

い
で
、
道
路
に
出
た
。
そ
こ
ま
で
は
覚
え
て
い
る
。

　
車
に
は
ね
ら
れ
て
、
約
十
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
飛
ば

さ
れ
、
意
識
不
明
の
重
体
に
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

ド
ク
タ
ー
カ
ー
で
運
ば
れ
て
、
子
ど
も
病
院
に
は
ん

送
さ
れ
た
と
後
か
ら
聞
い
た
。
た
だ
、
奇
跡
的
に
骨

は
一
本
も
折
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
た
く
さ
ん

の
チ
ュ
ー
ブ
や
機
械
に
つ
な
が
れ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
い
た
よ

う
だ
が
、
記
憶
が
な
い
。

　
ぼ
く
は
、
左
半
身
ま
ひ
に
な
っ
て
い
た
。
大
好
き

な
本
も
、
右
手
で
持
っ
て
右
足
で
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ

て
読
ん
だ
。
鼻
の
チ
ュ
ー
ブ
が
抜
か
れ
、
一
週
間
ぶ

り
の
ご
飯
は
、
お
い
し
く
て
泣
き
な
が
ら
食
べ
た
。

横
で
お
母
さ
ん
も
泣
い
て
い
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
ぼ
く
の
リ
ハ
ビ
リ
と
車
い
す
生
活
が

は
じ
ま
っ
た
。
病
院
で
は
、
左
手
を
動
か
す
練
習
と

歩
く
練
習
を
し
た
。
服
の
ボ
タ
ン
一
つ
と
め
る
の
に

十
五
分
以
上
か
か
っ
た
。
立
っ
て
い
る
だ
け
の
練
習

も
し
た
。
そ
し
て
、
歩
行
器
で
歩
く
練
習
も
し
た
。

で
も
、
歩
い
て
も
ふ
ら
ふ
ら
し
て
、
う
ま
く
歩
け
な

い
日
が
続
い
た
。
そ
ん
な
と
き
、
同
じ
入
院
し
て
い

る
子
た
ち
や
、
そ
の
保
護
者
の
人
た
ち
が
じ
ろ
じ
ろ

ぼ
く
の
方
を
見
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
。
恥
ず
か

し
く
て
、
と
て
も
嫌
な
気
持
ち
だ
っ
た
。

　
し
ば
ら
く
し
て
、
学
校
に
も
行
け
る
よ
う
に
な
っ

た
。
で
も
、
学
校
に
行
っ
て
も
、
み
ん
な
か
ら
じ
ろ

じ
ろ
見
ら
れ
た
。
ク
ラ
ス
の
友
達
は
手
伝
っ
て
く
れ

る
子
も
た
く
さ
ん
い
た
け
ど
、
動
き
づ
ら
い
左
手
を

ば
か
に
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
嫌
だ
っ
た
。
悲
し

く
な
っ
て
、
お
母
さ
ん
に
相
談
し
た
。
そ
の
時
、
お

母
さ
ん
は
、

「
事
故
し
た
こ
と
を
マ
イ
ナ
ス
に
せ
ず
に
プ
ラ
ス
に

　
な
る
よ
う
に
し
て
い
こ
な
。」

と
言
っ
て
く
れ
た
。
あ
る
友
達
は
、

「
そ
ん
な
こ
と
、
気
に
せ
ん
ん
で
え
え
で
。」

と
言
葉
を
か
け
て
く
れ
た
。
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
し
、

元
気
が
出
た
。

　
事
故
の
後
、
今
で
も
ぼ
く
は
、
通
院
し
て
い
る
。

不
便
な
こ
と
も
ま
だ
ま
だ
あ
る
。
だ
け
ど
、
事
故
の

前
よ
り
病
気
の
人
や
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
の
気
持

ち
は
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ぼ
く
に
は
今
、
夢
が
あ
る
。
あ
の
日
の
事
故
で
自

分
の
夢
が
は
っ
き
り
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
大
工
に
な

る
の
が
夢
だ
っ
た
が
、
今
は
、
医
者
と
か
薬
剤
師
の

よ
う
な
医
療
関
係
の
仕
事
が
し
た
い
。
そ
し
て
あ
の

日
の
ぼ
く
の
よ
う
な
人
や
、
車
い
す
の
人
、
病
気
の

人
の
役
に
立
つ
仕
事
に
つ
い
て
、
あ
の
日
支
え
て
く

れ
た
人
た
ち
に
恩
返
し
し
た
い
。

　
私
の
友
達
に
、
日
本
人
と
外
国
人
の
間
に
生
ま
れ

た
子
が
い
ま
す
。
名
前
は
Ａ
さ
ん
で
す
。
こ
れ
か
ら

お
話
す
る
の
は
、
Ａ
さ
ん
の
お
話
で
す
。

　
私
と
同
じ
習
い
事
を
し
て
い
る
Ａ
さ
ん
は
、
小
学

校
高
学
年
で
す
。
Ａ
さ
ん
は
、
Ａ
さ
ん
が
通
っ
て
い

る
学
校
で
、
遊
び
や
話
に
入
れ
て
く
れ
な
い
子
が
い

る
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
Ａ
さ
ん
は
、

私
に
話
を
し
な
が
ら
、
悲
し
さ
の
あ
ま
り
泣
い
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
の
話
を
聞
い
て
、
私
も
と
て
も
悲

し
く
な
り
ま
し
た
。
Ａ
さ
ん
が
学
校
に
行
く
と
、
上

靴
が
な
く
、
教
室
に
入
る
と
、
机
の
中
に
ご
み
と
上

靴
が
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

Ａ
さ
ん
は
と
て
も
悲
し
く
な
り
、
ど
こ
に
も
出
か
け

た
く
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
Ａ
さ
ん
の
お

父
さ
ん
が
、

　「
ス
マ
イ
ル
。
笑
っ
て
。
自
分
か
ら
話
し
て
き
な
さ
い
。」

と
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
た
そ
う
で
す
。
Ａ
さ
ん
は
、

お
父
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
胸
に
、
勇
気
を
出
し
て

嫌
な
こ
と
を
し
て
き
た
子
に
思
い
切
っ
て
言
い
ま
し
た
。

「
私
、
と
て
も
つ
ら
い
か
ら
、
上
靴
を
か
く
し
た
り
、

　
机
の
中
に
ご
み
を
入
れ
た
り
し
な
い
で
。」

そ
し
た
ら
、
そ
の
子
は
素
直
に
、

「
ご
め
ん
。
ハ
ー
フ
で
み
ん
な
と
違
う
か
ら
、
か
ら

　
か
う
気
持
ち
で
言
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は

　
絶
対
し
な
い
。
本
当
に
ご
め
ん
。」

「
あ
の
日
か
ら
」

「
国
は
ち
が
っ
て
も
命
は
同
じ
」

社
小
学
校

6
年
　
永
井
　
優
聖

米
田
小
学
校

6
年
　
畠
山
　
佳
奈

な
が

い

ゆ
う
せ
い

は
た
け
や
ま

か

な

_[_[_[_[_[_[_[_[_[_[_[_[_[_[_[_[_[_[_[_[_[_[_[_[_[_[_[_
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と
謝
っ
た
そ
う
で
す
。
Ａ
さ
ん
が
、
勇
気
を
ふ
り
し

ぼ
っ
て
自
分
の
思
い
を
伝
え
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

二
人
は
そ
れ
以
降
仲
良
く
な
り
、
よ
く
家
で
も
遊
ぶ

よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
Ａ
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
、
も
し
自
分
が
Ａ
さ
ん
だ

っ
た
ら
、
学
校
に
行
き
た
く
な
く
な
る
ほ
ど
嫌
な
気

持
ち
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。
親
が
日
本
人
じ
ゃ
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
目
に
合
わ
な

く
て
は
い
け
な
い
ん
だ
ろ
う
と
悲
し
い
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
だ
と
思
い
ま
す
。
Ａ
さ
ん
は
、
本
当
に
辛
か
っ

た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
も
う
、
こ
れ
か
ら
Ａ
さ
ん
に

傷
つ
い
て
ほ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
Ａ
さ
ん
は
、
勇
気

を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
、「
嫌
な
こ
と
を
し
な
い
で
ほ
し
い
。」

と
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

も
し
あ
の
時
言
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
、
仲
良
し
に
は
な

れ
ず
に
い
た
ん
だ
な
と
思
う
と
、
と
て
も
悲
し
い
で

す
。
お
父
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
胸
に
、
勇
気
を
出

し
て
言
っ
て
良
か
っ
た
と
思
う
し
、
自
分
の
気
持
ち

を
は
っ
き
り
伝
え
た
Ａ
さ
ん
は
え
ら
い
と
思
い
ま
す
。

　
Ａ
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
、
人
に
嫌
な
思
い
を
さ
せ

る
こ
と
は
絶
対
に
い
け
な
い
こ
と
、
そ
し
て
自
分
の

気
持
ち
を
相
手
に
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知
り
ま

し
た
。

　
私
も
三
年
生
の
と
き
、
友
達
に
対
し
て
き
つ
い
言

葉
を
言
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
今
思

え
ば
、
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
ず
に
言
っ
て
し
ま
い
、

友
達
に
つ
ら
い
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
言

っ
て
し
ま
っ
た
私
自
身
も
、
六
年
生
に
な
っ
た
今
で

も
忘
れ
ら
れ
な
い
く
ら
い
気
ま
ず
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

今
は
、「
人
を
傷
つ
け
る
こ
と
を
言
わ
な
い
。
人
を

傷
つ
け
た
ら
自
分
に
返
っ
て
く
る
。」
と
い
う
こ
と

を
ず
っ
と
意
識
し
て
友
達
と
話
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
周
り
の
人
を
大
切
に
し
、
み
ん
な

で
仲
良
く
生
活
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
私
は
、
日
本
の
社
会
の
中
で
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
た
ら
、

も
っ
と
、
も
っ
と
社
会
が
よ
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
買
い
物
に
行
っ
た
と
き
、

障
が
い
者
用
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
な
の
に
、
な
ぜ
か
、

障
が
い
者
で
は
な
い
人
た
ち
が
、
車
を
停
め
て
い
る

の
を
よ
く
見
ま
す
。

　
も
し
、
障
が
い
者
で
は
な
い
人
が
、
障
が
い
者
用

の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
停
め
て
い
て
、
そ
の
お
店
に
、

も
う
、
障
が
い
者
用
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
あ
い
て
い

な
か
っ
た
と
し
た
ら
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
車

に
乗
っ
た
障
が
い
者
の
人
が
、
「
こ
ま
っ
た
な
ぁ
。
」

と
思
う
し
、
健
康
な
人
が
停
め
る
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に

停
め
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、

遠
い
場
所
か
ら
移
動
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、

体
に
も
負
担
が
か
か
り
ま
す
。

　
健
康
な
人
た
ち
が
、「
障
が
い
者
用
の
駐
車
ス
ペ

ー
ス
に
は
停
め
な
い
。」
と
、
し
っ
か
り
心
に
と
め

て
お
く
こ
と
が
、
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
他
に
も
、
こ
ん
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
私
が
、
電
車
に
乗
っ
て
い
た
と
き
の
こ
と
で
す
。

電
車
の
中
の
は
し
に
、
な
ぜ
か
、
ス
ペ
ー
ス
が
空
い

て
い
る
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
周
り
を
キ
ョ
ロ
キ

ョ
ロ
と
見
わ
た
し
て
い
る
と
、
そ
こ
に
、「
障
が
い

者
マ
ー
ク
」
が
あ
り
ま
し
た
。
次
の
駅
に
着
い
た
と
き
、

車
い
す
の
人
が
乗
っ
て
き
た
の
で
、
私
は
、
車
い
す

が
通
れ
る
よ
う
に
と
、
場
所
を
空
け
ま
し
た
。
す
る

と
、
車
い
す
の
人
は
、「
障
が
い
者
マ
ー
ク
」
が
付

い
て
い
た
ス
ペ
ー
ス
で
止
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、

私
は
、「
障
が
い
者
の
人
た
ち
が
出
入
り
し
や
す
い

よ
う
に
、
出
入
口
の
近
く
に
、
車
い
す
用
の
と
め
る

と
こ
ろ
を
増
や
し
た
ん
だ
。
電
車
の
中
に
も
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
が
あ
る
ん
だ
。
電
車
の
中
も
、
障
が
い
者

の
人
た
ち
が
乗
り
や
す
い
環
境
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
。」

と
思
い
ま
し
た
。
障
が
い
者
用
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
も
、

電
車
の
中
も
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
な
っ
て
い
る
の
だ

と
気
づ
い
た
の
で
す
。

　
つ
ま
り
、
い
ろ
い
ろ
な
所
が
し
だ
い
に
障
が
い
者

の
人
た
ち
も
過
ご
し
や
す
い
環
境
に
な
る
よ
う
に
作

ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
は
、
社
会
に
と
っ
て
、

と
て
も
い
い
こ
と
だ
な
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
い
く
ら
建
物
や
電
車
の
中
が
、
過
ご
し

や
す
い
環
境
だ
っ
た
と
し
て
も
、
建
物
に
入
る
ま
で

に
、
ス
ロ
ー
プ
が
な
く
、
車
い
す
が
登
れ
な
い
階
段

だ
と
し
た
ら
、
車
い
す
に
乗
っ
て
い
る
人
は
、
過
ご

し
に
く
く
、
よ
い
社
会
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　
つ
ま
り
、
す
べ
て
の
人
が
マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と
、

そ
し
て
、
ど
ん
な
人
も
過
ご
し
や
す
い
環
境
で
あ
る

こ
と
が
、
日
本
の
社
会
に
と
っ
て
、
大
切
な
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
み
ん
な
で
マ
ナ
ー
を
守
り
、
よ
い
社

会
を
作
っ
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

「
マ
ナ
ー
を
守
ろ
う
」

※
こ
の
作
文
は
7
月
3
日
に
開
催
し
た

　「
加
東
市
人
権
啓
発
講
演
会
」
で

　
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

_[_[_[_[_[_[_[_[_[_[_[_[_[_[_[_[_[_[_[_[_[_[_[_[_[_[_[_

滝
野
東
小
学
校

6
年
　
仲
井
　
未
桜

な
か
い

み

お
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（１５）小学生人権作文 平成２８年１０月１日



【
優
秀
賞
】

話
そ
う
よ
　
自
分
の
思
い
　
届
く
か
ら

よ
う
い
ド
ン
　
笑
顔
の
リ
レ
ー
　
ぼ
く
一
走

消
え
な
い
よ
　
ネ
ッ
ト
の
中
の
　
そ
の
言
葉

加
害
者
と
　
何
も
違
わ
ぬ
　
傍
観
者

言
葉
や
文
化
は
違
っ
て
も
　
笑
顔
は
魔
法
の
共
通
語

【
入
　
賞
】

や
さ
し
さ
は
　
じ
ぶ
ん
じ
し
ん
の
　
こ
う
ど
う
で

あ
い
さ
つ
は
　
し
あ
わ
せ
を
は
こ
ぶ
　
プ
レ
ゼ
ン
ト

ネ
ッ
ト
よ
り
　
直
接
言
お
う
　
堂
々
と

加
東
の
子
・
い
じ
め
や
差
別
　
や
め
れ
る
子

い
け
な
い
よ
　
止
め
る
勇
気
に
　
あ
り
が
と
う

最
初
の
一
歩
　
私
が
ふ
み
だ
す
　
笑
顔
の
た
め
に

考
え
て
　
そ
の
一
言
に
　
と
げ
は
な
い
？

ご
め
ん
な
さ
い
　
心
の
中
で
は
　
言
え
る
の
に

助
け
合
い
　
し
ぜ
ん
と
花
咲
く
　
感
謝
の
種

い
じ
め
は
ね
　
し
て
い
る
あ
な
た
も
　
き
ず
つ
く
よ

思
い
や
り
　
一
人
一
人
が
　
自
分
か
ら

Ｓ
Ｏ
Ｓ
　
言
え
る
環
境
　
つ
く
ろ
う
よ

広
げ
よ
う
　
み
ん
な
に
優
し
い
　
街
づ
く
り

ネ
ッ
ト
で
も
　
画
面
の
向
こ
う
は
　
人
間
だ

や
め
よ
う
、
と
め
よ
う
、
注
意
し
よ
う
、
守
る
心
の
三
原
則
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　市内の児童生徒の皆さんを対象に、「人権文化をすすめる市民運動」ポスター・標語の
募集を行い、ポスター９９点、標語１５１点の応募の中から、以下の優秀賞・入賞作品が選ば
れました。
　作品は、８月３日～８月２４日までやしろショッピングパークＢｉｏ多目的ホールで展示しました。

平成２８年１０月１日 （１６）人権標語



滝野中学校  3年　福 井  菜 子

社中学校  2年　西 山  怜 奈

東条西小学校  4年　三 隅  正 太 郎

滝野中学校  3年　大 槻  里 桜

滝野東小学校  5年　杉 浦  涼 真

優秀賞受賞のみなさんには、
8 月 3 日に人権啓発展会場

（やしろショッピングパーク
B io）にて、表彰状の授与
と記念品の贈呈を行いました。

【優秀賞】
【ポスターの部】

（１７）人権ポスター 平成２８年１０月１日



滝野中学校  3年　山 田  祥 子 東条中学校  1年　越 前  春 香

滝野南小学校  5年　稲 坂  颯 人 福田小学校  5年　海老名 咲椰 福田小学校  5年　坂 木  遥 玲

【入　賞】

社中学校  2年　友 藤  理 奈 社中学校  1年　井 上  唯 良

東条中学校  1年　尾 　  海 翔陪崎

平成２８年１０月１日 （１８）人権ポスター



鴨川小学校  2年　常 見  悠 慎

米田小学校  2年　三 村 　 碧

社小学校  4年　長谷川 美羽 三草小学校  2年　西  祐 澄 哉

米田小学校  2年　小長谷 茉柚

東条東小学校  2年　塚 本  瑠 菜

東条東小学校  2年　松本 みなみ

（１９）人権ポスター 平成２８年１０月１日



「
秋
桜
（
コ
ス
モ
ス
）
の
咲
く
日
」

（
34
分
）

　
本
作
品
で
は
、「
目
に
見
え

に
く
い
違
い
」
の
一
つ
と
し
て

発
達
障
が
い
を
と
り
あ
げ
、
そ

う
し
た
障
が
い
の
あ
る
人
の
生

き
づ
ら
さ
や
痛
み
を
真
摯
に
伝

え
る
と
と
も
に
、「
違
い
」
が

生
み
出
す
プ
ラ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
美
し
く
群
生
す
る
コ
ス
モ

ス
の
花
々
と
重
ね
、「
と
も
に

生
き
る
こ
と
の
喜
び
」
を
伝
え

る
と
て
も
美
し
い
映
像
作
品
と

な
っ
て
い
ま
す
。

【
あ
ら
す
じ
】

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
向

陽
園
」
で
主
任
介
護
士
と
し
て

働
く
大
谷
ち
ひ
ろ
は
、
新
し
く

入
っ
た
介
護
士
中
嶋
直
也
に
期

待
す
る
が
、
直
也
は
空
気
の
読

め
な
い
発
言
を
し
た
り
、
指
示

が
伝
わ
ら
な
か
っ
た
り
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
づ
ら

い
。
ち
ひ
ろ
は
、
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
な
が
ら
も
、
直
也
を
育
て

る
べ
く
奮
闘
す
る
。

　
そ
ん
な
中
、
直
也
が
入
居
者

の
元
大
学
教
授
、
乾
一
成
を
連

れ
て
外
出
し
た
と
こ
ろ
、
金
山

川
で
乾
が
倒
れ
て
意
識
不
明
に

な
っ
て
し
ま
う
。
知
ら
せ
を
受

け
て
病
院
に
駆
け
付
け
た
ち
ひ

ろ
は
、
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
し
た

直
也
に
、
介
護
士
失
格
だ
と
激

し
く
叱
責
す
る
。

　
翌
日
か
ら
直
也
は
欠
勤
。
数

日
後
、
直
也
の
母
が
退
職
願
を

も
っ
て
「
向
陽
園
」
を
訪
れ
、

直
也
が
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群

で
あ
る
こ
と
を
告
白
す
る
。
い

っ
た
ん
退
職
願
を

受
理
し
た
も
の
の
、

ち
ひ
ろ
は
直
也
を

こ
の
ま
ま
辞
め

さ
せ
て
い
い

も
の
か
悩
む
。

そ
し
て
、
ち
ひ
ろ
は

直
也
が
乾
を
金
山
川
ま
で

連
れ
て
行
っ
た
理
由
を
聞
く
た

め
に
、
入
院
中
の
乾
を
訪
ね
た

の
で
あ
っ
た
・
・
・
。

「
希
望
の
草
原

　
〜
五
郎
兵
衛
用
水
物
語
〜
」

　
　
　
　
　
作
　
川
元
祥
一

　
　
　
　
　
　（
解
放
出
版
社
）

　
こ
の
お
話
は
、
長
野
県
浅
科

村
（
現
佐
久
市
）
で
、
江
戸
時

代
の
初
期
に
私
財
を
投
じ
て
五

郎
兵
衛
用
水
を
開
削
し
、
五
郎

兵
衛
新
田
を
開
発
し
た
市
川
五

郎
兵
衛
真
親
（
さ
ね
ち
か
）
と

工
事
に
関
わ
っ
た
多
く
の
関
係

者
の
血
の
に
じ
む
よ
う
な
苦
労

を
下
地
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

小
学
校
高
学
年
以
上
の
人
な
ら

誰
で
も
一
気
に
読
み
進
め
て
い

け
ま
す
。

　
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
か

ら
5
年
を
か
け
て
完
成
し
た
五

郎
兵
衛
用
水
は
全
長
18
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
も
の
で
、
そ

の
中
で
も
総
延
長
7
3
8
メ
ー

ト
ル
の
隧
道
（
ト
ン
ネ
ル
）
工

事
は
、
大
変
な
難
工
事
で
し
た
。

ト
ン
ネ
ル
を
片
側
だ
け
か
ら
掘

っ
て
い
く
と
、
掘
り
進
む
う
ち

に
人
夫
た
ち
が
酸
欠
で
命
を
落

と
し
か
ね
な
い
危
険
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
を
防
ぐ
に
は
、
現

在
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
で
行
わ
れ

て
い
る
よ
う
に
両
側
か
ら
掘
る

し
か
な
い
の
で
す
。
五
郎
兵
衛

を
は
じ
め
当
時
の
人
々
に
と
っ

て
考
え
も
及
ば
な
か
っ
た
ト
ン

ネ
ル
を
両
側
か
ら
掘
っ
て
い
く

と
い
う
そ
の
難
題
を
解
決
し
た

の
は
、
金
堀
職
人
た
ち
の
高
い

測
量
技
術
だ
っ
た
の
で
す
。

　
し
か
し
、
当
時
の
農
民
た
ち

は
彼
ら
（
金
堀
職
人
）
を
差
別

し
、
排
除
し
て
い
た
の
で
す
。

鍛
冶
屋
も
商
人
も
、
牛
や
馬
の

毛
皮
を
作
る
皮
は
ぎ
も
、
み
ん

な
よ
そ
者
と
し
て
村
か
ら
追
い

出
し
て
い
た
の
で
す
。

人権教育課ではＤＶＤ
や図書の貸し出しを
しています。
　 43 － 0544

　代理人や弁護士などの第三者が、住民票の写しや戸籍謄抄本など
を取得した場合に、本人に知らせる制度が「本人通知制度」です。
不正取得の発見につながります。通知を希望する人は事前登録が必
要ですので登録手続きをしましょう。
※市ホームページから詳細をご覧いただけます。
（http://www.city.kato.lg.jp/kurashi/shoumei/1457747690849.html）

【お問い合わせ】市民課（庁舎１階）　　43－0390

「出身地」「家族構成」などの身元
調査だけでなく、車庫証明の不正
利用（いわゆる「車庫飛ばし」）
などに使われる場合があります！
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介
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